
　会期：平成23年４月17日(日)

　会場：上対馬野球場

【一回戦】 9:26～　１時間08分 (５回コールドゲーム) 打 安 点 球 打 安 点 球

⑦ 2 0 0 0 ⑧ 2 0 0 1

⑥ 2 0 0 0 ⑥ 3 0 0 0

　初回、先頭が四球出塁。暴投に捕逸で三進した二死後に暴 ① 2 0 0 0 ③ 3 0 0 0

投により先取した上対馬は続く高田も歩き二三盗後に扇博と ④2 2 1 0 0 ⑤ 2 2 0 1

庄司の連続適時打でこの回に３点を奪った。 ③ 2 0 0 0 ⑦ 2 2 3 0

　三回は安打の高田を三塁に置いて扇博が左犠飛。四回には ⑧ 2 0 0 0 ④ 3 2 2 0

死球から二盗と内野ゴロ三進後に暴投により加点。五回一死 ②4 2 1 0 0 ⑨ 1 0 0 1

後に高田が安打し、二三盗を決めて扇博が３打点目。二盗後 ⑨ 2 0 0 0 ② 2 0 0 0

に庄司の左前打で還って７点差コールドが成立した。 ⑤ 1 0 0 0 ① 2 0 0 0

　やまねこクは三回に先頭の吉田が左前打した後、暴投によ H5 1 0 0 0 # 6 5 3

り二進したのが唯一の得点圏走者であった。 # 2 0 0

【審判：財部晃(メ)､小宮(メ)､武末(上ク)､中原(上ク)】

【準決勝】 10:53～　１時間37分 打 安 点 球 打 安 点 球

⑧ 4 1 1 0 ⑥ 4 0 0 0

④ 4 0 0 0 ② 3 0 0 0

　美津島は四回一死後に連続四球を得て内野ゴロで二三塁の ⑥ 4 0 0 0 ⑧ 3 1 0 0

得点機に勝見が右前に落として２者を還した。さらに六回は ② 2 1 0 2 ①7 3 0 0 0

代わった早田から勝見の四球と糸瀬が内野安打の一三塁に重 ① 3 0 0 1 ③ 3 0 0 0

盗を決めた後、暴投で三進後に黒岩の左前打で４点差とした。 ⑦ 4 1 0 0 ⑨ 2 0 0 0

　対する厳原は初回に神宮が安打するも二死後。二回と三回 ③ 3 1 2 1 9 1 0 0 0

には敵失と中山恵の安打などで先頭が出塁も後続無し。五回 ⑤ 1 0 0 2 ⑤ 3 0 0 0

一死後の連続死四球で上位に回ったが二者が凡退。最終の七 ⑨ 2 1 0 1 ⑦1 2 1 0 1

回も二死後に早田と原口が連打し、上位に期待が持たれたが # 5 3 7 ④ 1 1 0 0

快音を残した打球は左飛に終った。 H4 1 1 0 1

【審判：平間友則(メ)､中原(上ク)､武南(メ)､石橋(メ)】 # 4 0 2

【準決勝】 12:43～　１時間32分 打 安 点 球 打 安 点 球

【三】財部 ⑧ 4 3 2 0 ⑧ 3 0 0 0

【二】小茂田､財部 ⑥ 4 0 0 0 ② 3 0 0 0

　上対馬は初回を除いて毎回の10安打と良く打った。だが、 ① 4 0 0 0 ④ 3 0 0 0

得点したのは五回二死から。小茂田の右前打と財部の右越え ⑦ 3 1 0 0 ⑥ 2 2 0 1

三塁打でやっと先取点を挙げた。ダメ押し点は七回で先頭の ⑤ 3 3 0 0 ③ 2 0 0 1

宮原が中前に、代走を送って犠打で二進後に小茂田の右越え ④ 2 0 0 0 ⑤ 3 0 0 0

と財部も続いて左越えに連続適時二塁打で突き離した。 ⑨ 3 1 0 0 ⑦ 2 0 0 0

　市役所も初回と二回に先頭が敵失と死球で出塁するも、後 Ｒ 0 0 0 0 Ｈ 0 0 0 1

続なし。最終の七回に先頭の村井が内野安打し三塁に進んで 9 0 0 0 0 ⑨ 2 0 0 0

暴投により還った１点のみ。村井の２安打のみでは得点力も ② 2 0 0 0 Ｈ 0 0 0 1

薄い。 ③ 3 2 1 0 ① 3 0 0 0
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【審判：杉村修一(制覇)､糸瀬(制覇)､板井(メ)､武末(上ク)】 # # 3 0 # 2 0 4

【決　勝】 14:38～　１時間24分 打 安 点 球 打 安 点 球

⑧ 3 1 0 0 ⑧ 4 0 0 0

⑥ 1 0 0 0 ④ 4 3 2 0

　美津島のエース井が２試合を完封した。攻めては初回と二 ③4 3 0 0 0 ⑥ 3 0 0 0

回に二死二三塁を逸したが、三回先頭の小島一が三塁前にバ ① 3 1 0 0 ② 4 1 2 0

ント安打を決め二盗と内野ゴロで三進。中庭の遊ゴロで果敢 ⑤ 3 0 0 0 ① 4 1 0 0

に本塁を突いて間一髪セーフ。五回にも先頭の小島一が左前 ⑦ 3 0 0 0 ⑦ 3 0 0 0

打し二盗と犠打三進後に中庭の右適時打で加点。井も左前打 ⑨ 3 0 0 0 ③ 3 2 0 0

で続いた一死一三塁に小川の二直打が併殺打となり追加点の ② 2 2 0 0 ⑤ 2 0 0 0

好機は逸した。だが、六回に勝見の右テキサス打を足場に三 Ｈ 1 1 0 0 ⑨ 1 0 0 2

ゴロ悪送球や四球などの一死満塁に、小島一が試合３安打目 ④3 1 0 0 0 # 7 4 2

を左中間に弾いて二者を還した。さらに二死二三塁に敵失に Ｈ 1 0 0 0

も恵まれて２点を追加した。 # 5 0 0

　上対馬も二回と六回を除いて毎回走者を送ったが安打は全
て散発の５安打で、得点圏に走者を置いた三度の好機も、井 【審判：糸瀬明(制覇)､梅野(上ク)､平間(メ)､杉村(制覇)】

の前に凡退を喫した。

 日本スポーツマスターズ軟式野球競技は平成17年富山大会が第１回で参加は16(九州枠３）だった。第２回は広島で

開催され、第３回から32チーム(九州５枠)となった。九州ブロック大会は九州７県(沖縄除く)の持ち回りで、開催県

は県大会優勝チームが全国大会出場でき、沖縄は単独で全国大会へ。残りの３枠を九州大会参加の６チームで決する

ことになっている。長崎県代表チームは過去６大会において全国に出場していない。だが、本年の九州ブロック大会
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が長崎県で開催(７/９～)することで、５月28日から島原市で開催の県大会優勝チームが､９月17日から石川県七尾市

周辺で開催の全国大会に出場することになる。


